
▲災害ボランティアセンター
で受付をするボランティア
のみなさん

▲

床下に流れ込んだ泥の撤去作業

▲土砂災害で発生した災害ごみの分別

▲災害ごみの運び出しと分別

被
害
状
況

相
次
い
だ
警
報

　
8
月
27
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
で
、
6
時
24
分
に
は
大
雨
警
報
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
危
険
度
が
高
ま
っ
た
の
は
17
時
を
過
ぎ
た
頃
で
、
土
砂

災
害
警
戒
情
報
（
レ
ベ
ル
4
相
当
）
が
発
表
さ
れ
る
と
、
洪
水
警
報
、

牛
津
川
氾
濫
危
険
情
報
が
立
て
続
け
に
発
表
さ
れ
、
市
内
全
域
に
避
難

勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
翌
28
日
の
明
け
方
は
雨
足
が
強
く
、
1
時
間
あ
た
り
の
雨
量
が
4
時

に
は
約
1
1
0
mm
、
4
時
20
分
に
は
約
1
2
0
mm
の
記
録
的
短
時
間
大

雨
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
状
況
に
応
じ
た
避
難
行
動
が
必
要
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、「
命
を
守
る
行
動
を
」
と
の
緊
急
放
送
も
。
さ
ら
に
、
5

時
50
分
に
は
大
雨
特
別
警
報
（
レ
ベ
ル
5
相
当
）、
そ
の
約
2
時
間
後
の

8
時
に
は
牛
津
川
氾
濫
情
報
（
レ
ベ
ル
5
相
当
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
て
の
警
報
が
解
除
さ
れ
た
の
は
30
日
の
16
時
7
分
。
雨
が
止
ん
だ

後
も
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
で
多
く
の
傷
跡
が
残
り
ま
し
た
。

市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害

　
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
や
道
路
、
河
川
な
ど
が
多
数

被
災
し
ま
し
た
。
牛
津
川
は
氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
、
過
去
最
高
水
位

の
7
・
02
ｍ
を
記
録
。
遂
に
は
越
流
し
、
周
辺
の
南
多
久
町
や
東
多
久

町
に
冠
水
・
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
や
法
面
の
崩
落
、
河
川
の
閉
塞
、
護
岸
の
崩
壊
・
崩
落

な
ど
の
被
害
も
発
生
。
民
地
裏
山
で
は
土
砂
災
害
、
農
地
で
は
地
す
べ

り
な
ど
も
発
生
し
ま
し
た
。

主な被災状況（10月31日現在）

◎人的被害 なし
◎住宅 大規模半壊　１棟
  半壊　　　　29棟
  一部損壊　　１棟
  床上浸水　　40棟
  床下浸水　 127棟
◎市道 196か所
◎河川 144か所
◎林道 19路線108か所
◎農地 600か所（被害報告書調査中）

特集

乗り越えよう“チーム多久市”心をひとつに！
～多久市全域を襲った災害の記録～

　8月27日から28日にかけて、多久市内は集中的
豪雨に見舞われ、各地で土砂崩れや浸水などの
大きな被害が発生しました。日本全国からのご
支援もあり、着実に復興に向かっている現在。
今回の災害から、今後の防災につなげていきま
しょう。

　8
月
29
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
と
、
33

都
道
府
県
か
ら
延
べ
1
，1
7
7
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
要
請
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
付
け
る
た
め

の
「
ニ
ー
ズ
票
」
を
作
成
。
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
多
岐
に
わ
た
る

依
頼
に
対
し
、
必
要
な
人
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　学
生
の
み
な
さ
ん
や
東
日
本
大
震
災
、
西
日
本
豪
雨
な
ど
の
災
害
を

経
験
さ
れ
た
人
な
ど
、多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボランティア

日本全国から
支援の手

【災害時に活躍した消防団】

松岡伸一
まつ

副団長
おかしんいち

さん 倉冨明男
くらどみあき お

さん

　 8 月27日から 3 日間にわたって、土砂災害の影響がある民家での土のう積みや崩
落した場所へブルーシートを張るといった活動を行い、多くの団員がそれぞれ本職
のある中でも駆けつけてくれました。
　今回の災害時では避難誘導の際に、市民のみなさんからくわしい情報を得て、さ
らなる被害を知ることもありました。こうして地域に密着した活動ができることは、
消防団の最大の強みだと思います。これからも地域の防災・減災のために尽力します。

※放送が聞こえにくい時は自動案内サービス　①☎75ー8558 ②☎75ー8559
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハザードマップはこちら→

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

○
情
報
の
収
集

○
各
家
庭
に
あ
っ
た
持
ち
出
し
袋
や
備
蓄
品
の
準
備

○
早
め
の
避
難

○
家
族
の
安
否
確
認
方
法

○
家
具
の
置
き
方

○
被
災
後
の
撮
影

　4
月
に
全
戸
配
布
し
た
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
自
宅
周
辺

の
環
境
や
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
家
具

が
倒
れ
て
け
が
を
し
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
工
夫
し
て
設
置
す
る

こ
と
も
防
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　災
害
が
発
生
し
、
避
難
を
促
す
放
送
を
聞
い
た
ら
、
早
め
の
行
動

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
災
害
発
生
後
、
自
宅
な
ど
が
被
災
し
た
場
合

は
、
後
の
罹
災
証
明
の
た
め
に
そ
の
状
況
を
撮
影
し
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
す
。

　つ
い
「
自
分
は
安
全
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

も
し
も
に
備
え
、
普
段
の
生
活
か
ら
防
災
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
で
配
分
対
象
者
や
配
分
額
、
申
請
の
受
付
な
ど

を
審
議
、
決
定
し
ま
し
た
。

佐
賀
県
か
ら
配
分
さ
れ
た
義
援
金
　
　
　
　
3
，0
5
6
，0
0
0
円

多
久
市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
　
　
9
件
　
2
，3
3
6
，3
9
7
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
11
月
5
日
現
在
）

防
災
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

★「
災
害
義
援
金
」
の
第
１
次
配
分
を
行
い
ま
す

配
分
対
象
お
よ
び
配
分
額

　
　
　
　
　
　半
壊
世
帯
　
　
　
　
　
　 

1
3
0
，0
0
0
円

　
　一
部
損
壊
世
帯
（
床
上
浸
水
）　
　
　   

2
6
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　 

　
　　※

市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の
約
80
％
を
県
の
配
分
金
に
上
乗
せ
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